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［成果情報名］クランベリーの短期栽培法

［要約］これまで栽培期間が２～３年必要であったクランベリーを１年で安定して生産す

る栽培方法を確立した。さし木は春、仕上げ鉢に直接複数さす。徒長防止と着花促進のた

め植調剤を８月下旬に処理し、授粉にセイヨウミツバチを用いる。

［担当］総農セ・高冷地分場・岳麓試験地・外川高雄

［分類］技術・普及

--------------------------------------------------------------------------------

［課題の要請元］

富士・東部農務事務所（旧南都留農業改良普及センター）

［背景・ねらい］

クランベリーは、販売品目の少ない６～９月に出荷でき、また、冬期の暖房代も少ない

ことから有望な品目である。しかし、栽培期間が２年以上かかり、開花・結実が不安定な

ことが問題となっていた。そこで、栽培期間を短縮し、結実を安定させる栽培方法を確立

する。

［成果の内容・特徴］

１．さし木の発根率が高いため、仕上げ鉢に直接７～ 10cm のさし穂を複数本さし木する
と、その年の秋には鉢を枝葉が被覆する。さし木本数の目安は 3.5 号鉢で５本、4.5
号鉢で７本である（表１）。

２．ツツジ科の伸長抑制に登録のあるバクロブトラゾールを８月下旬に処理すると無処理

に比べ４～６倍の花数を着けることができる（表２）。

３．授粉のためにセイヨウミツバチを利用すると結実率が向上する（データ略）。

４．施肥はさし木１ヶ月後から開始し、45 日間隔で用土１リットルあたりＩＢ化成４ｇ
を施用する（表３）。

５．この栽培は概ね標高 850ｍ以下の地域が適している（表４）。

［成果の活用面・留意点］

１．低温には強いが乾燥に弱いため、冬期露地および無加温の場合は、用土を乾燥させな

いように注意する。

２．最終ピンチは植調剤処理の２週間前とする。標高が低い場所では１～２週間ほど遅く

ともよい。

３．さし穂用の親株は露地でも加温室内でもその後の生育に差はない。生育期間を確保す

るため、遅くとも４月中にさし木を行う。

［期待される効果］

１．鉢花農家において出荷する品目の少ない６～９月に有利に販売できる新たな品目とし

て普及され、経営の向上が期待できる。
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［具体的データ］

表１ 鉢の大きさとさし木本数が生育に及ぼす影響

鉢 さし木数 被覆度 生存株率 鉢 さし木数 被覆度 生存株率

ｻｲｽﾞ （本） (%) ｻｲｽﾞ （本） (%)
5 5.0 98 5 4.1 100

3.5号 7 5.0 97 4.5号 7 5.0 97
10 4.9 91 10 5.0 96

さし木：平成 15年 3月 25日 調査：平成 15年 9月 10日
被覆度：鉢上面を枝葉が覆っている割合 3：41～ 60％ 4：61～ 80％ 5：81～ 100％

表２ 植調剤の処理が開花・結実に及ぼす影響

処理日 開花日 総花数 結実数

（月／日） （輪/鉢） （個/鉢）
8/25 3/24 164 23.3
9/7 3/31 124 20.7
9/20 4/ 4 87 18.8
無処理 4/16 30 4.5
さし木：平成 16年 3月 25日 3.5号鉢 5本さし
授粉：放任

表３ 施肥量が生育に及ぼす影響

施肥量 最長枝長 枯死株率

（ｇ） （cm） （％）

２ 48.7 0
４ 58.3 2
６ 58.7 8
施肥量：用土 1 ﾘｯﾄﾙ当たりＩＢ化成(N-P205-K20 10-10-10)の量

さし木：平成 16年 4月 26日 3.5号鉢 5本さし 調査：平成 16年 7月 25日

表４ 栽培場所が生育・開花・結実に及ぼす影響

栽培場所 標高 枝数 開花数 結実数 秀品率

（本） （輪） （個） （％）

中央市 (350m) 52.7 175.9 34.3 90
富士吉田市 (820m) 55.5 177.2 41.9 95
鳴沢村 (1000m) 80.8 125.3 12.3 0
さし木：平成 18年 3月 26日 3.5号鉢 5本さし 植調剤処理：平成 18年 8月 25日

秀品率：鉢当たり 20個以上結実している鉢の割合

［その他］

研究課題名：観賞用小果実鉢物の栽培技術の確立

予算区分：県単

研究期間：2003～ 2007年度




